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「大正時代の段節 り』:季節展 「桃の節供」より

この 「段飾り」は、平成 21年 夏に島さん・平川さんご姉妹からご寄贈いただいた資料で、ご姉妹の

祖母が生まれた大正8年 に母から贈られた七段飾りです。祖母の父 (曾祖父)が 集めた明治時代の 「土

人形」類を最下段に飾る関係からか、4段 から7段 にかけては個性的な飾り方となっています。また、
5段 目に飾られる仕丁が見当たりません。家具や調度品の飾りが内裏雛などの台座の飾りと異なること

や、人形類と比較してやや大ぶりで立派なことから、別に購入されたか新たに買い換えられたと思われ

ます。今回は、島 ・平川さんの御実家で飾られていたままの姿を再現しました。



「武蔵村出における江戸時代後期の酒造業の動向」

歴史講座 「武蔵村山の酒造リー江戸時代後期を中心として一」より

武蔵村山市文化財審議会委員 寺 町 勲

1.我 が国の酒造の歴史

人類が酒を手に入れた契機や時代については

諸説あるがその真実は知 りようがない。しかし、

我が国では少なくとも弥生時代には飲まれてい

たと思われ、魏志倭人伝 (3世 紀ごろ)に は 「人

性嗜酒」とあり、「日本書紀」「常陸国風上記」「大

隅風上記」などにも飲酒や酒造の記述を見ること

が出来る。

古くは神に供え、祭りの席や婚姻 ・盟約の場な

どに引用されてきたが、大陸より麹が伝えられる

と酒造の技術は大きく向上し、律令制では造酒司

(さけのつかさ)カミおかれ、大和 ・河内などの品

部 (ともべ)の 酒戸が酒造に奉仕していた。

利潤を対象とした商品としての酒造業が始ま

るのは 13,4世 紀になつてからで、その中心は京

都 ・奈良 ・鎌倉などであった。しかし、その行き

過ぎを気にした鎌倉幕府は、建長 4年 (1252)に

「活酒の禁」を発令し、鎌倉中の民家の酒壺を調

査したところ 37,274壺 もあつたので 1軒 に 1壺

だけ残 し他は全部破却させたということである。

室町時代になると、武士によって荘園を侵食さ

れつつあつた公家は、荘園年貢の代わりに荘園内

の酒造に酒屋税 (酒屋戸別と酒壺数による)を か

けたが、その後、各地の荘園を手に入れた幕府は、

それらの酒税を有力な財源とするようになった。

中世の酒造には、質や金貸しを兼業とする者が多

く携わり酒屋土倉 (さかやどそう)と いわれてい

た。そして、「諸白造り」などの酒造の技術も進

歩し、室町時代末期には、今までの 「濁酒 (にご

りざけ)」・「うすにごり」の外、「清酒 (すみざけ)」

も出来るようになつた。

江戸時代になると、酒の質も精良の度を加え、

酒造の規模も大きくなり池田 ・伊丹 ・灘五郷のよ

うな産地も現れた。これらの地方は、米の大集散

地であった大阪に近いという強みを持つていた

からである。特に灘は 18世 紀の後期から圧倒的

多量の生産高を示すようになつた。そして、江戸

が大都市になり大消費地になると上方で生産さ

れた物質は、菱垣廻船や樽廻船によつて大量に江

戸に送られるようになつたが、酒も例外ではなく

年間 100万樽以上の西の銘酒が送られた。その酒

のことを 「下り酒」といい、江戸の新ブ||がその受

け入れ地となり、文政 2年 (1819)には下り酒聞

屋 38軒 ・従業員 1,500人、 1軒 あたりの冥加金

39両 もあつた。また、庶民が飲むには 1升 124文

～132文が定価で、大名クラスが飲む美酒は 1升

200文 くらいであった。安い酒の中には 1升 80～

100文 のものもあつたようであるが、江戸時代を

通じて物価の変動が大きく、天保のころは 1升が

350文 、安政のころは 400文 にもなっている。ち

なみに江戸時代後期の物価は4文 が 100円 くらい

であった。

江戸幕府は、当初一部を除いて酒造に制限を加

えていた。それは、酒造の原料が大事な食料であ

る米で年貢の対象物でもあつたからであろう。し

かし、酒造の需要に押された幕府は、万治 3年

(1660)には酒造株を持っている者のみ酒造を許

すことにした。酒造株は、明暦 3年 (1657)の酒

造米高を基準にしており、酒造株は各酒造家の造

石高 (酒造米高)を 株高として表示し、駒形をし

た木札の鑑札に、株高および酒造営業人の住所 ・

氏名を明記したものであるが、三ツ木村の中村五

左衛門家の古文書に、その絵があるので参考にす

ることができる (図1)。酒造株を取得するには、

正徳 5年 (1715)で100石 につき 10両 、元禄 10年

図 1 中 村五左衛門家 酒 造鑑札



(1697)の運上金 (冥加金、税金)は 、1荷銀 100

匁ならば現銀 50匁 であった。また、その年の米

の取れ高や米価の調節などのために、酒造高の基

準を変更して鑑本Lの石高 3分 の 1とか 2分 の 1な

どにしたりしている。このようにして幕末を迎え、

明治 4年 (1871)、新政府は株鑑札を廃し、造石高

の制限を解き改めて酒造法を制定し、明治 29年

(1896)からは、本造石税のみを徴収することとし

たが、税率は時代と共に変わつてきた。

酒造は、米を蒸し、麹を混ぜて醸成を待ち、そ

れを絞つて造るのであるが、その作業には種々の

工夫が必要であつた。その一つは、濁酒に代わる

清酒への技術開発で、室町時代末期の大桶の出現

と二段掛仕込法をもとに、諸白造りとして開発さ

れた。最初は、奈良を中心に僧坊酒造業の南都諸

白が出来、江戸時代になると伊丹諸白へと伝わり、

それが下り酒として好まれるようになった。そし

て、江戸時代後期になると、その技術はこの地方

にも伝えられ上方の酒に劣らない品質の酒が造

られる様になった。それには、越後や東北地方か

ら農閑期を利用 してやつて来た社氏の働きも寄

与していた。したがって、この地方の酒造は寒造

りが中心となつたが、全国的にみても水車精米の

普及とともに、
｀
諸白に代わる寒造り酒のマニファ

クチュア (工場制手工業)生 産が軌道に乗ること

になった。酒造には、多くの設備費 ・原材料 ・人

件費などがかかる。したがって、名主層や裕福な

在村商人などが携わっていた。そこで、中世の酒

屋土倉とい う言葉 と対比して酒屋名主と皮肉る

人もいる。

江戸時代後期の本市域は、岸村 ・三ツ木村御

料 ・ニツ木村私領 ・横田村 ・中藤村 (市郎右衛門

組 ・佐兵衛組 ・源蔵組)の 7つ に分かれていたの

で、その村別に酒造人を調べてみよう。

2.市 域の幕末の酒造人

中藤村渡辺源蔵家文書 「御用留拾九番」(509)

には、慶応 4年 (明治元年、1868)の酒造人 ・濁酒

造人 ・醤油造人の名 (表1)が みられる。江戸時

代後期 とい う本稿の結論ともいえるものである

から、その人名を挙げてみよう。これを見ると、

本市域の村々の酒造家 ・醤油造家は、名主の源

蔵 ・佐兵衛 ・平兵衛、家商の文右衛門、年寄の五

左衛門 ・新介 (新助)、名主源蔵の弟で年寄の市

太郎、中藤村市郎右衛門組の奥太郎という人々で

あつたことが分かる。そして、もつとも酒造高が

多いのは、中藤村源蔵組名主の源蔵家であった。

また、砂川村 ・殿ヶ谷村も含めて、明治中期にな

つても活発に酒造業を営むのは、岸村名主であつ

た荒田平兵衛家と醤油を造つていたはずの渡辺

市太郎家の 2家 であり、さらに最後まで残 り、吟

雪渡辺酒造の創業者 となったのは市太郎であつ

た。しかし、この表になくても、酒造に関係して

いた人もあるのではないだろうか。細かくみてみ

よう。

表 1 慶 応 4年 (明治元年、1868)の酒造人

・濁酒造人 ・醤油造人

( 1 ) 岸 村

岸村の名主は江戸時代を通じて荒田平兵衛家

であつた。その荒国家文書の中には、事保 3年

(1718)の 「村差出シ明細帳」(荒日家文書 431)

があるが、それによれば本酒屋 3軒 があつたこと

が分かる。しかし、その詳細は不明である。また、

事和元年 (1801)に なると、次のような文書 (荒

国家文書 1829)を 見ることができる。

(表ム) 吉 争鬼菌年二月 酒 豊力尋せユほ

中藤村 文右衛門 酒造高 150石 冥加金 7両 2分

中藤村 源蔵 同  450石 同  22両 2分

砂川村 源五右衛門 同  400石 同  2 0 両

殿ヶ谷村 庄二郎 同  400石 同  2 0 両

三ツ木村 五佐江衛門 同  300石 同  1 5 両

中藤村 佐兵衛 濁酒高 15石 同  3 分

中藤村 新介 同 10Z軍 同  2 分

中藤村 奥太郎 同 1 0 石 同  2 分

岸村 平兵衛 同   2 5 石 同  1 両 1 分

砂川村 幸介 同 1 0 石 同  2 分

砂川村 吉右衛門 同 17平軍 同  3分 400文

砂川村 清蔵 同 1 5 石 同  3 分

砂川村 平七 醤油高 60石 同  1両 3分永

50文

砂川村 源五右衛門 同  100石 同  3 両

中藤村 市太郎 同  100石 同  3 両



式式多春奉芹☆

貯くのおく力魚考擦へ長上や伝下せも

えホtttZ

―活豊ネ晶D百 二給Z 込 冥おネ七百良

えは書者ユ辞考繕円、吉志よりせめえ本案チネユ

熱海豊ftホや伝、ユ考え的ス颯八年や手より三分

の一仲せ付け衣イ(張にfSt、百五絡Z海 豊ft、お冥

かネえ後 も三分の一ネ式百二搭二日三分二疫鬼

ユ熱律伝オ、異炊え改t手 弁午え海豊仲せfttけ衣

ホ伝にf・3、奇え通りD百 五給Zね 豊り伝、井冥か

ネえ後もネt百 宛工熱f4、小玄て活豊ft晨者張。

考え井、書対にス颯八年や手妥ホ海豊人之奇等、

スは畿長、畿彙キえものキなと伝、玄去

ま争え千爾年二月

式対夕春琴井☆ え 二 年 各籍

手寺 牟 考待円

百建べ え 辞各締

これによると、五郎右衛門が元株 70石 ・酒造

米高 450石 ・冥力口永 700石 で酒造していたことが

分かる。ところで、五郎右衛門は、慶長 14年 (160の

ごろ砂川新田の開発に着手した村野家の人であ

つた。享和元年(1801)の宗門人別改帳によると、

福正寺旦那、高 62石 9斗 、家族 4人 、下男 12人 、

下女 5人 、計 21人 で、この地域の有力者であり、

12人 の下男が酒造に従事していたことは十分に

考えられる。しかし、明治 3年 (1870に は高 6石

2升 5合 1夕 、家族 6人 、下女 2人 の計 8人 とな

り酒造をしていた形跡はない。この間に村野家に

何があつたのであろうか。

村野家とは反対に名主荒田平兵衛家は、明治 3

年 (1878)に は、石畑村の吉岡次左衛門から酒造

道具一式を借 りて本格的に酒造を始め、外の酒造

家が次々と廃業するのに対して、渡辺酒造ととも

にこの地域の有力な酒造家になった。しかし、日

露戦争後に廃業することになつた。当主の話によ

るとそれは放火によつて醸造場が焼失 したため

であるということである。現在の荒国家には、酒

造場の建物配置図や諸道具表など多くの文書が

残されている。

(2)三 ツ木村御料

江戸時代当初の三ツ木村は、藁科氏 ・大河内氏

の所領が半々になつていたが、藁科氏が他所に移

されるとその跡は御料となつた。名主田代家の跡

を受けた増尾家には多量の文書が残されている

が、その中には酒類小売商の名はあつても酒造家

の存在を示すものほ見当たらない。とくに高 96

石を超える富家であった年寄比留間藤吉 (屋号内

出)が 酒造に手を出していないのは珍しいことで

ある。

(3)三 ツ木村私領

三ツ木村の半分は、江戸時代を通じて大河内家

の所領であったが、名主家は水越 ・野島 ・山崎 ・

網代などと頻繁に代わつたために、名主家文書が

水越 ・野島家に少し残つているだけであるのは残

念である。しかし、有力者であつた年寄中村五左

衛門家には、相当量の酒造関係の文書が残つてい

るのは幸いであるといえよう。その中に次のよう

な文書がある。

長工や一れえ手   (ヤ 対拝夫家良古 40)

然晶二給式Z

一海豊ネ晶D搭 二Z  書 ャベを考式式去

氏季谷靖者 毒 俊人 二 辞防

蔦緊カネD百 お長  共 打的差を考同対夕

春奉ニツホ☆ 毒 式人 二 亥締円

祖ラをヶ年分

考海豊然、二迄二辞助オ持海豊ね縁伝れ、およ

対まえ主義鎮え好身以、古せ二Й待円と畿佐、自

人オニ喬海豊ね念ま&、 よオ建判 を玄て韓頼や二

伝二付さ、ヤなホえ常網衣下低処ゃ頼え重韻☆食

(衣仲伝段、谷窯韓下差え幾技仲長、盗者―円み

差ネ景伝、退ルユtt冥おネ書安千より手々力継8

ほ重、と重幹二鬼簿円よりね熱、活豊ね密、お込

幹二分を豊衣仲去景伝、像え―同力☆竹審長ユや

終Ⅲ件          を    二 え簿円

夫繰十安手八月二日   え 捧人 ネ お簿円

を   二 辞防

ユホ夫感採申&矛          長 捧人

これをみると、五左衛門は、天保 10年 (1889)

秩父郡金崎村 (現・皆野町)の 親類五郎助から酒

造株や諸道具を譲り請け、酒造業を始めたものと

思われる。その代金は、外の文書によると 45両



であつた。その後、五左衛門は酒造業に精をだし

ていたが、嘉永 5年 (1852)病気になつて一時親類

の高月村 (現・八王子市)の 名主惣右衛門に酒造

を頼んだこともあつたようであるが、明治元年

(1868)には表 1の ように酒造高 300石 になつて

いるも五左衛門家が何時ごろまで酒造を続けたか

は不明である。明治 13年 (1880)の 焼酎蒸酒税

請求書や明治 15年 (1882)の 焼酎造石税請求書

が残つているが、明治 33年 (1900)の 酒造組合

員には名前がないのでこの間に廃業したものと

思われる。図 1は 中村五左衛門家の文書にある酒

造鑑札の絵である。ニツ木村私領では、五左衛門

のほかに比留間林蔵も酒造をしていたようであ

るが、詳細は不明である。

(4)横 田村

横田村は、江戸時代初期に中藤村から独立した

村である。名主には井上・波多野の両家はあるが、

文書は波多野彦右衛門家に少量残されているの

みで、実態はよく分からない。しかし、正徳元年

(1711)、中藤村市郎右衛門家文書(391)の横田村

反別指出シ帳には 「作酒屋御座無き事」とあり村

面積も狭いので、酒造業は無かった可能性が高い。

(5)中 藤村市郎右衛門組

中藤村は、市郎右衛門組 ・佐兵衛組 ・源蔵組の

三つに分かれそれぞれが一村の形態を成 してい

た。そして、市郎右衛門組は上中藤村と呼ばれる

こともあり名主は乙幡市郎右衛門であつた。乙幡

市郎右衛門家には、市域ではもつとも多くの文書

を残 しているが酒造に関するものは意外に少な

い。しかし、その中には次のような文書がある。

長工や一れえ奪     (乙 路曇良せ 13543)

式対夕春季や恐☆百建

海豊人   良 考簿円

一晶DZ お 式Z豊 り

お二付豊果えま争

一縮式本 的 ニス縮をホ ロ ス描をホ

ー牟"縮 式ツ

ーお約夫1 式ヽホ

ー活建を想

考え述り活豊人ヤ座伝得業、書年二年玄奇ホ年、

同零ニツホ☆ホ嵐考ホリ奇せえ重買ネや伝終岩、

奇々え倹オーカZ晶 えまふネ務伝、考え重り寺活

渥二雨書時え後計り、奇々え撫碧手をネ伝、以上

室婿二年安共月   式 対夕春季ヤ恐☆百建

活豊人 良 考縛円

伊傘牟Й簿円採

韓後オ

ユ頭  後 え待円

え二  す 辞考待F3

これをみると宝暦 5年 (1755)ごろ波多野文右

衛門が酒造していたことが分かる。また、それ以

前から三ツ木村の比留問林蔵が酒造 していたこ

とにもなる。

波多野文右衛門は、名主家に宗門人別改帳が残

されていないので、正確な石高は不明であるが、

寛i頭〔4」辛1(1792)ヤ こは、 72孝干4料卜8雀汁という言己

録があり、在村商人としてのその富豪ぶりは、屋

号 「山王前」として近隣の村々にまで聞こえてい

た。そして、天明 4年 (1784)に は、近村の多数

の百姓たちから打ち壊しを受けたことがある。文

右衛門家のその後の酒造については、表 1の よう

に明治元年 (1868)で 酒造高 150石 、明治 5年

(1872)で 御免許高 75石 ・内元石 51石 9斗 9

升 ・この白米 49石 3斗 9升 (但し5分 減)。この

清酒 67石 1斗 7升 という記録が残つているが、

廃業の年月は不明である。

市郎右衛門組では、波多野奥太郎も酒造をして

いたのであるが、資料が無く詳しいことは分から

ない。しかし、明治 5年 (1872)濁 酒鑑本L高 10

石を持つていたが、当主の病気と家人少数のため、

廃業届を出したことは分かつている。

(6)中 藤村佐兵衛組

内野佐兵衛は、佐兵衛組の名主であった。屋号

は 「戸羽」、徳川幕府 8代 将軍のころ武蔵野新田

開発の一環として中藤新田を拓いた家系である。

慶応 4年 (明治元年 ・1868)の 石高は 15石 4斗

9升 2合 であつた。江戸時代後期の酒造について

の文書はみつからないが、表 1の ように濁酒を造

つていたものと思われる。そして、明治 3年

(1870)に は、入聞郡久米村 (現・所沢市)の 彦

九郎から高 150石 の酒造鑑札 ・諸道具一式付酒

蔵 。その他を 15年 間 250両 で借り受け、現地で

酒造に従事していたが、明治 12年 (1879)佐 兵



衛死去により、嗣子徳太郎が期限内にもかかわら

ずその全部の物を返している。

(7)中 藤村源蔵組

源蔵組は、初めは沼間氏の所領であつたが、文

政 6年 (1823)の 江戸城刃傷事件による沼間氏改

易の後は他の 2組 と同様に御料となった。渡辺源

蔵は、源蔵組の名主で、明治 3年 (1870)の 持高

は 45石 5升 6合 で、下男 3人 ・下女 1人 を抱え

ていた。源蔵家の酒造についての文書は多いが、

その一つを例示してみよう。
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これを見ると、文久 3年 (1863)市 太郎が、源

八郎から土蔵 ・大桶 ・大釜などの醤油造諸道具一

式を 75両 で譲り受けている。波多野源人郎は、

文右衛門の弟で渡辺市太郎は源蔵の弟である。そ

して、市太郎は後に渡辺酒造の創始者となるので

あるが、宗門人別改帳によると、嘉永 4年 (1851)

市太郎は 27歳 であった。安政 6年 (1859)ま で

は記載がないが、文久 3年 (1863)、39歳 で分家

して、同時に村の年寄になっている。慶応 4年 (明

治元年 ・1868)の 宗門人別改帳では、兄源蔵の高

49石 9斗 9升 6合 に対して、弟市太郎は僅かに

高2石 4斗 5升 7合であつた。市太郎の醤油造は、

明治 5年 (1872)に は、御免許高 64石 。この諸

味 90石 。この絞り石数 63石 になっていたが、明

治 10年 (1877)に は酒造に転向した。その理由

は分かるべくもないが、酒造の収益の方が多かっ

たためかもしれない。また、兄源蔵家の酒造との

関わり合いも知りたいところである。

3.米 ・水 と酒の販路

酒造には、原料としての米が必要である。しか
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これをみると、天保 13年 (1842)源 蔵は多摩

郡小出村 (現・東久留米市)の 佐太郎から元株高

10石 ・酒造米 100石 の酒造を譲り受けている。

この文書の外にも嘉永 5年 (1852)に は、多摩郡

粟須村 (現・八王子市)の伝次郎から酒造米高 450

石 ・冥加永 700文 の酒造株と酒造諸道具 ・土蔵を

240両 で譲 り受けている。そして、表 1の 慶応 4

年 (1867)以 後、明治 5年 (1872)の 源蔵家の

酒造には、元株 120石 。この白米 124石 ・この清

酒 155石 という記録がある。また、源蔵家には讐



し、市域の村々では水田が少なく米の質もよくな

いので、年貢も米納ではなく金納になっていた。

そこで、酒造にはどうしても他の地域から米を買

わなければならなかった。渡辺酒造の明治 26年

(1893)期の 「酒造現品受払帳」(「武蔵村山市史

資料編近代 。現代」)に は、米の購入先として所

沢 ・府中 ・立川 ・深川 ・市域などの 17軒 の米屋

名があり、荒田酒造の明治 29年 (1896)の 「仕

入米駄賃帳」(荒田平兵衛家文書 1904-1)に は

「入間川町 (現・狭山市)刀 林ヽ馬蔵仕入」とある

が、江戸時代後期でもそれに近かつたものと思わ

れる。また、酒造には良質の水も必要である。現

在でも酒造所は水が得やすい所に立地するが、こ

の市域の酒造はどのような水を使つていたので

あろうか。それには狭山丘陵からの湧水が考えら

れる。その湧水は今よりはるかに多かったとは古

老の話である。おそらく井戸水の利用もあつたか

もしれない。造つた酒は、主に地元で消費してい

たのではないだろうか。中藤村の陰陽師指田摂津

のこ 平 成 20年 度主な事業報告

1 資 料館事業報告 (敬称略)

(1)歴 史講座 「村の造り酒屋」

*期 日:平成 20年 7月 26日

*講 師 :牛米努 (中央大学文学部兼任講師)

(2)夏 休み体験教室 「体験しよう!昔のあそび」

*期 日 :平成 20年 8月 20日

*講 師 :石川伊三郎 (武蔵村山郷土の会会員)

(3)特 別展 「武蔵村山の戦争遺跡」

平成 19年 7月 に旧跡指定した 「東京陸軍少年

飛行兵学校跡地どに因んだ特別展で、平成 20年

10月 25日 から12月 7日 まで開催した。

2 資 料館入館状況

正藤詮が書いた、天保期以降の日記 (「指田日記」)

を見ると飲酒の場面が多く記載 してあるのが目

につく。また、市域の村々で営業していた小売酒

屋の名を記した文書もいくつか残されている。そ

して、江戸周辺で造られた酒の品質は幕府の助力

にもかかわらず下り酒に追いつくのは、幕末ま

で待たなければならなかつたということである。

しかし、「村山町史」によると酒の生産高は、明

治 3年   (1870)600石 、 明治 6年   (1873)700

樽でその全部が移出用に当てられていたとのこ

とであるから、他地域にも販路を求めるようにな

つていたのであろう。

参考文献

「荒田寧家文書」・「増尾音治家文書」。「中村輝

夫家文書」。「乙幡泉家文書」・「内野裕旦家文書」・

「渡辺源蔵家文書」・「指田日記」「村山町史」・「武

蔵村山市史」・「江戸物価辞典」(展望社)。「一目

でわかる江戸時代」(小学館)・「国史大辞典」(吉

川弘文館)

また、関連事業として、以下の3講座を開催。

①文化財見学会 「武蔵村出の戦争遺跡を巡る」

*期 日:平成 20年 10月 25日

*講 師 :楢崎由美 (東大和市立第一中学校教諭)

②歴史講座 「多摩の戦争遺跡」

*期 日:平成 20年 11月 15日

*講 師 :楢崎茂爾 (多摩地域の戦時下資料研究会)

③体験教室 「戦時中の食事一すいとん一」

*期 日:平成 20年 12月 13日

*講 師 :池谷タカ (郷 土料理愛好家)

区分 開館 日数

( 日)

利用者数

(人)

市 内 市 外

人数 (人) 割合 (%) 人数 (人) 割合 (%)
2 0 。 4 2 8 9 3 8 3 9 7 4 2 . 3 5 4 1 5 7 .  6

5 2 9 1 ,  2 3 6 4 1 3 3 3 . 4 8 2 3 6 6 . 6

6 2 1 1,082 587 54. 3 4 9 5 45, 7

7 2 9 8 4 9 3 9 2 4 6 .  2 4 5 7 5 3 9 8

8 2 9 1 ,  1 8 6 6 2 2 5 2 . 4 5 6 4 47. 6

9 2 8 1 ,  1 5 2 5 1 6 34. 5 6 3 6 6 5 .  5

1 0 2 9 2 ,  9 5 2 8 9 0 3 0 .  1 2 , 0 6 2 6 9 .  9

1 1 2 8 1, 984 1 ,  1 6 5 58。  7 8 1 9 41. 3

1 2 2 5 1 , 0 2 1 3 8 4 3 7 .  6 6 3 7 6 2 . 4



21・ 1 2 6 8 4 1 3 9 1 46. 5 4 5 0 5 3 .  5

2 2 6 1 ,  0 0 5 5 6 1 5 5 , 8 444 4 4 . 2

3 2 9 9 3 4 4 6 7 5 0 , 0 4 6 7 5 0 , 0

合 計 3 2 7 1 5 ,  1 8 0 6 ,  7 8 5 4 4 .  7 8 ,  3 9 5 5 5 ,  3

3 資 料館寄贈状況

番号 寄 贈 者 寄贈資料名 数量(点)
1 荒 幡 勝 寛 壁新聞 (幼年教科コース) 1

2 石 川 伊 二 郎 泥メンコ ・ビー玉 ・メンコ 4 5 9

3 石 ) | 1  秀 樹 トウミ・電動丸ノコ・ホール ド錐ほか 4

4 植 野 重 夫 書籍 1 9

5 内 野 定 年 トロッコ写真 ・整備免許証ほか 3

6 久 保 田 義 雄 岸自治会旗 1

7 橋 元  休 フイゴ 1

8 波 多 野 英 男 カゴ (八本骨)・文机 ・徳利ほか 4

9 山 口  照  美 サオバカリ 1

10 市立第一小学校 書籍 (寄贈図書) 2 5 7

*平成 21年 度事業報告は、

どぞゴ 平 成 22年 度事業予定

「資料館だより第 52号 どで紹介します。

市制施行 40周 年となる平成 22年 度は、初夏

の企画展 「写真で見る武蔵村山市の移り変り」で

市制施行当時の様子を紹介し、秋には村山村時代

の一大イベントであった貯水池建設に伴 う
“
軽便

鉄道
"に
照準を当て、特丹U展 「武蔵村出の軽便鉄

道」、文化財見学会 「軽便鉄道跡地を歩く」、歴史

講座 「村出 ・山口貯水池と軽便鉄道どを開催する

予定です。その他、夏休み期間には子ども企画

展 ・子ども体験教室を、季節展は名称を年中行事

展と改め、年 4回 の開催を予定しています。

陥 事業開催時期 事 業 項 目

3月 20日 (上)～4月 15日 (本) 資料館屋根裏収蔵資料整理・搬出作業

2 4月 17日 (土)～5月 9日 (日) 年中行事展「端午の節供」

3 5月 22日 (土)～6月 20日 (日) 企画展「写真で見る武蔵村山市の移り変り」

4 6月 21日 (月)～6月 28日 (月) ガスくん蒸消毒のため休館

5 7月 3日 (土)～ 7月 11日 (日) 年中行事展「七夕飾り」

6 7月 24日 (」二)～8月 31日 (夢ぐ) 子ども企画展「(仮題)武蔵村山の地質」

7 8月 7日 (上) 子ども体験教室「親子で星の観祭会」

8 9月 28日 (火)へ′10月 10日 (日) 博物館実習

9 10月 1日 (金) 文化財ウィーク2010開 始

10 10月 9日 (土)～ 11月 30日 (火) 特別展[(仮題)武蔵村山の軽便鉄道]

10月23日 (土) 文化財見学会「軽便鉄道跡地を歩く」

12 11月 27日 (土) 歴史講座「村出・山口貯水池と軽便鉄道」

13 12月 18日 (土)～ 1月 16日 (日) 年中行事展「正月飾り」

14 1月 21日 (塗差)へ′1月 23日 (日) 郷土誌フェア開催

15 2月 5日 (土)～3月 6日 (日) 年中行事展「籾この節供」

16 3月 12日 (上) 自然観察会「(仮題)早春の鳥たち」
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